
大

正

五

年

（
二
十
歳
）

原

田
蓼

太
郎

を
通
じ
西
島
蓼
南

と
知

串
。
後
、
共

に
武
者
小

輩

欝
の
「
新
し
き
村
」
の
書
見
と
な
官

営
時
、
谷
中

に
住

ん
で
ゐ
た
白
水
郎
屠

の
筍
頭
骨

に
毎
月
出

席

し
た
。（

し

大

正

六
年

（
二
十

】
歳
）

十
二
月

二
十
日
襲
行
、
轍
山
香
店
版
、
大
場
白
水
郎
鼠
輯

の

句
集

「
藻
花
集
」

に
十
欺
句
を

と
ど
め
て
ゐ
る
。
計
宅

の
二

階

を

「
茅
庵

」
と
稀

し
俳
名

を
「
茅
舎
」

と
親

し
た
。
十

二

月

r
秦

母
J

の
雑
詠

紅
作
品
萱
摘

さ
れ

て
ゐ
る
。

（
岡
籠

へ

の
投
句

は
間

傲
的
に
昭
和
四
年

二
月
既

に
及
ぶ
）

大

正

八

各

（
二
十
三
歳
）
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邦
人
、
島

丈
邁
よ
り
、

中
正
党
席
住
職
、
牢

「
新
し
き

村
」

の
倉
見

で
あ

つ
た
関
係

で
、
鵜
沼
時
代

の
岸

畑

田
劉

生
に
圭
畢

生
と
し
て
師
事
す

る
こ
と
に
な

つ
た
。

3

大

正

十

一
年

（
こ
十

六
歳
）

十

一
月
、
兄
龍

子
は
じ
め
て
岸

田
劉

生
に
骨

ふ
。
草

土
社
民

に
出
品
入
選
。

大

正

十

二
年

（
二
十
七
歳
）

九
月

一
日
、
日
本
橋
匝
蠣

殻
町
に
於

て
父
母
と
共

に
廣
災

に

Y・

†
過
ひ
、
家
屋
焼
失
、
八
日
、
信
州

に
向

ひ
、
九

日
、
海
況
泉
、

原
泉
館

に
落

ち

つ
く
叩

十
五
日
、
父

母
を
擁

し
単
身
出
京
、

打

抜
相
着
京
、
十
九
晶

京
、
ニ
十
日
．東
都
、．惑

等
円
、

正
党
庵

に
清

く
。
十
月
四

日
、
避
難
移
住

の
岸
田
劉
生
を
訪

ふ
。
十

二
月
三
十

】
日
、
劉

生
の
家

に
泊

り
越
年
。

大

正

十

三

年

（
二
十

八
歳

）

若r妻

∃．

－任
湛
州

に
紹
介
さ
れ
後

、
春
秋
に
訪
席
、
檜

を
描
き
旬

を
作

一
月

一
日
、

一
月
三

日
、

劉

生

と

共

に
在

り
。

こ

の

の

た

。

大

正

十

年

（
二
十

五
歳
）

頃
、
給

に
句

に
精

年
、
春
陽
骨

に
出
品
、

．

ト
ギ

ス
」
雑
詠
巻
頭
。

凡庸

で

の

作

品

多

し
。

こ

の

一穀
入
選

す
。

十

一
月

「
ホ
ト

′

大

正

十

四

年

（
二
十

九
泉
）

、俳
蔽

「
土
上
」
．
に
投
句
す

る
。

哀

正
十

五
年

（
昭
遡

冗
年
）
（
三
十
軒

帝

噂
雷
太
題

の
「

か
ぶ
ら
や
」
に
岸

田
劉
生
、
西
島

粛
南
、

中
村
秀
好
、
坂
東
章
助
、
滞
宮
彬
、
原
田
互
鼻
人
等
と
相
骨

上
し
や
う
く
わ

い

し
て
「
奪

骨
」
を
折
々
催
し
た
。

昭
和

二
年

（
三
十

一
歳
）

二
月
十
九

月
、
鎌
倉
、
岸

田
邸

に
て
「
薫
育
督
」
あ
り
、
初

人
、
丹
童

（
劃
嘗

と
偶
倉
を
催
す
。

昭

和

三
年

（
三
十

二
歳
）

二
月

二
十
三
日
、
兼
母
、
ゆ
き

（
六
十

二
歳
）
死
去
。
四
月

五
月
、
見
親
子

、
大
森

匪
桐
鼻
町

二
七
三
替
地

拉

】
戸
を
建

て
」

父
倍
曹

、
茅
舎

を
迎

ふ
、
栄
位
す

る
。

昭

和

四

年

（
三
十
三
歳
）

六
月

二
十
八
日
、
㌧
兄
籠
手

、
「
育

親

政
」
創

立
、
九
月

六
日

よ
り
第

－
困
開

催
。

十

二
月

二

二
十

二

日
、

出
棺
を

見
邁

つ
た
。

昭

和

五

年

（
三
十
四

常
時
、
檜
に
俳
句

に
頼
交

あ
り
し
中
村
秀
好
等
と
句
骨
を
催

し
、
蛮

秋
彗

丁
と
は
じ
め
て
面
接
す
る
。
劉
生
奴
簾
、
漸

く
檜
紅
蓮
ざ

か
り
作
句

に
専
念

す
る
。

．

昭

却

六
年

（
三
十
五
歳
）

星
野
立
子
ま
宰

「
玉
藻
」

に
文
章
四
篇

を
車
表
す

る
。
考

ふ

る
と

こ
ろ
あ
り
、
日
社

食
全
部
整
理

し
て
躾
激
す
る
。

十

】
月
、
「
脊
椎

カ
リ

エ
ス
」

の
た
め
昭
勅
書
寄

附
霧

院
、

外
科

に
入
院

。
常
時
、
同
校

に
教
鞭

を
執

る
永
常
秋
横
手

の

慰
問
を
受
け
る

こ
と
し
ぼ
し
ば
で
あ

つ
た
。

こ
れ

よ
り
概

ね

病
臥

の
生
活

に
打
り
帝
柄
十
年

に
苓

伊
。

、
昭
和
七
年

（
三
三

へ
歳
）
．

二
月
‥

退
院
、”
自
宅
療
養
を

は
じ
む
。

「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」

に

「
俳
句
開
眼
」「
泉
」
を
襲
衷
。
「
玉
藻
」
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